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６
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令
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７
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６
月
定
例
議
会
　
令
和
７
年
６
月
6
日（
金
） 開
会
予
定

６
月
定
例
議
会
　
令
和
７
年
６
月
6
日（
金
） 開
会
予
定
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生

今
回
の
表
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西
原
東
中
学
校
１
年
生
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ら
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む
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こ
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桜
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ん

松
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桜
子
さ
ん

3
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議
会

3
月
議
会
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CO
N
TEN
TS

CO
N
TEN
TS

一
般
質
問

補
正
予
算・議

会
活
動
　

新
年
度
予
算・陳

情
臨
時
会・定

例
会
議
案
議
決
結
果

賛
否
の
分
か
れ
た
議
案
等・議

会
活
動

議
会
活
動・つ

ぶ
や
き

一
般
質
問

補
正
予
算・議

会
活
動
　

新
年
度
予
算・陳

情
臨
時
会・定

例
会
議
案
議
決
結
果

賛
否
の
分
か
れ
た
議
案
等・議

会
活
動

議
会
活
動・つ

ぶ
や
き

P2～
P11
P12
P13
P14
P15
P16

P2～
P11
P12
P13
P14
P15
P16

手
作
り
こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
式
（
令
和
7年
4月
24日

）
手
作
り
こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
式
（
令
和
7年
4月
24日

）
　「
こ
ど
も
た
ち
は
社
会
の
大
切
な
宝
で
あ
る
。」次

世
代
を
担
う
こ
ど
も
た
ち

が
大
き
な
希
望
を
抱
き
、思
い
や
り
と
豊
か
な
感
性
を
育
み
な
が
ら
健
や
か
な

成
長
を
願
い
児
童
福
祉
週
間
の
一
環
と
し
て
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。



０
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
保
育
料
無
償

化
を
実
現
す
る
こ
と
を
求
め
る
。
具

体
的
な
予
算
の
算
出
に
つ
い
て
聞
く
。

現
在
３
歳
未
満
児
の
保
育

に
係
る
町
負
担
は
約
２
億
円
。
そ
の
う
ち
保
育

料
は
年
間
９
，
６
４
８
万
円
。
国
に
は
最
低
で

も
保
育
料
分
を
負
担
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

こ
ど
も
医
療
費
助
成
対
象
年
齢
を
18

歳
ま
で
引
き
上
げ
る
自
治
体
が
全
国

的
に
増
え
て
い
る
。
県
内
で
は
15
歳
ま
で
の
通

院
・
入
院
は
足
並
み
を
揃
え
て
お
り
、
24
市
町

村
は
高
校
生
（
18
歳
年
度
末
）
ま
で
と
な
っ
て

い
る
。
西
原
町
近
隣
全
市
町
村
（
宜
野
湾
市
・

嘉
手
納
町・北
谷
町
、
他
）
が
実
施
し
て
い
る
。

早
急
な
実
現
に
向
け
町
長
の
見
解
を
問
う
。

18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
は

子
育
て
世
代
を
支
援
す

る
上
で
大
変
有
効
だ

が
、
現
状
で
は
町
単
独

予
算
で
対
象
者
拡
充
は

厳
し
い
た
め
、
国
・
県

の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
は
地

域
の
困
窮
世
帯
の
支
援
を
含
め
福
祉

向
上
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
処
遇

改
善
に
つ
い
て
制
度
見
直
し
を
は
じ
め
県
や

国
へ
の
要
請
の
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

民
生
法
第
10
条
に
お
い
て

無
報
酬
が
基
本
。
県
か
ら
年
額
約
６
万
円
の
活

動
費
、
町
か
ら
協
議
会
に
対
し
補
助
金
を
支
給

し
て
い
る
。処
遇
向
上
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

太
陽
石
油
（
旧
南
西
石
油
）
の
後
排

水
路
（
公
用
水
面
）
の
砂
堆
積
の
対

策
及
び
水
路
拡
幅
整
備
の
要
請
行
動（
内
閣
府・

国
土
交
通
省
）
に
つ
い
て
、
今
後
国
や
県
・
太

陽
石
油
・
地
域
と
の
連
携
が
必
要
と
な
る
が
予

算
も
含
め
た
対
応
・
対
策
を
問
う
。

太
陽
石
油
の
背
面
、
中
を
通
っ

て
い
る
水
路
が
公
用
水
面
な
の
か
排
水
路
な

の
か
、
国
と
県
と
見
解
も
違
う
。
例
え
ば
一
括

交
付
金
の
中
の
特
定
推
進
交
付
金
が
活
用
で

き
て
事
業
者
が
決
定
し
て
一
緒
に
や
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
、そ
う
い
う
も
の
も
含
め
て
県・

国
の
方
に
お
願
い
し
て
い
る
状
況
で
も
あ
る
。

琉
銀
裏
の
横
断
指
導
線
と
グ
リ
ー

ン
ベ
ル
ト
舗
装
は
新
学
期
に
間
に

合
っ
て
よ
か
っ
た
。
新
年
度
は
ス
ク
ー
ル

ゾ
ー
ン
表
示
と
横
断
指
導
線
の
前
後
に
「
歩

行
者
注
意
」
等
の
表
示
を
検
討
で
き
な
い

か
。

ス
ク
ー
ル
ゾ
ー
ン
以
外
に

も
「
横
断
者
注
意
」
等
の
表
示
も
増
え
て
い

る
。
何
が
有
効
か
検
討
し
、
設
置
の
方
向
で

考
え
た
い
。

呉
屋
の
集
落
内
通
学
路
は
歩
道
も

な
く
狭
小
で
交
通
量
も
多
い
。
ス

ピ
ー
ド
を
出
す
車
両
も
多
く
、
児
童
生
徒
や

歩
行
者
の
安
全
対
策
が
必
要
だ
。
呉
屋
自
治

会
か
ら
も
要
望
が
あ
る
が
ど
う
か
。

集
落
内
の
道
路
は
曲
が
り
く

ね
っ
た
狭
小
な
道
路
で
あ
る
と
現
場
検
証

し
た
。
安
全
対
策
を
自
治
会
と
調
整
を
進
め

た
い
。

令
和
６
年
度
の
本
町
の
精
神
疾
患

で
休
職
す
る
教
員
が
４
名
い
る
。

ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
で
高
ス
ト
レ
ス
と
診

断
さ
れ
た
教
員
数
は
。令

和
６
年
度
は
19
名
。

昨
年
は
26
名
。
減
っ
た
こ
と
は
よ

か
っ
た
。
昨
年
は
そ
の
後
、
産
業

医
、
保
健
師
等
へ
の
相
談
が
２
名
で
大
き
な

課
題
だ
っ
た
。
19
名
そ
の
後
の
状
況
は
。

高
ス
ト
レ
ス
者
が
１

人
で
も
多
く
産
業
医
と
の
面
接
指
導
が
実

施
で
き
る
よ
う
個
別
に
受
診
推
進
を
し
て

い
る
。
１
人
で
問
題
を
抱
え
込
ま
な
い
よ

う
、
他
機
関
の
相
談
窓
口
等
を
案
内
し
相

談
を
促
し
て
い
る
が
、
19
名
中
、
受
診
者

は
３
名
。本

人
が
大
丈
夫
と
言
っ
て
も
、
十

分
に
説
明
し
、
相
談
や
受
診
に
つ

な
げ
な
い
と
減
ら
な
い
だ
ろ
う
。
丁
寧
に
話

を
す
る
な
ど
対
応
し
て
ほ
し
い
。

働
き
方
改
革
で
Ｓ
Ｓ
Ｓ
（
ス
ク
ー

ル
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
）
導
入
は

非
常
に
効
果
が
高
い
が
、
Ｓ
Ｓ
Ｓ
が
手
い
っ

ぱ
い
で
活
用
で
き
な
い
先
生
方
も
少
な
く

な
い
。
新
年
度
予
算
は
こ
う
い
っ
た
と
こ
ろ

に
予
算
が
割
か
れ
て
い
な
い
の
は
な
ぜ
か
。

必
要
性
は
十
分
承
知
し

て
い
る
が
、
県
の
補
助
金
の
範
囲
内
と
し
て

予
算
が
確
保
で
き
ず
、
現
行
の
ま
ま
に
な
っ

て
い
る
。

■
こ
ど
も
の
安
全
最
優
先
。
小

那
覇
・
嘉
手
苅
・
呉
屋
の
通

学
路
の
安
全
対
策
を
！

■
心
疾
患
休
職
率
全
国
ワ
ー
ス

ト
の
沖
縄
県
。
こ
ど
も
を
守

る
た
め
に
働
き
方
改
革
を
！

■
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
処

遇
向
上
を
強
く
求
め
る
！

■
こ
ど
も
の
4
人
に
一
人
が
貧
困

状
態
！
０
歳
～
２
歳
保
育
料
の

無
償
化
推
進
を
強
く
求
め
る
！

〇 

主
体
的
な
進
路
決
定
の
た
め
の
新
入
試
制
度
の
対

応
に
つ
い
て

〇 

西
原
町
の
ゴ
ミ
・
不
法
投
棄
問
題
に
つ
い
て

仲
なか

松
まつ

　勤
つとむ

議員

伊
い

集
じゅ

　悟
さとる

議員

町
長

町
長

土
木
課
長

教
育
総
務
課
主
幹

教
育
総
務
課
主
幹

教
育
総
務
課
長

福
祉
部
長

意見福
祉
部
長

琉球銀行西原支店裏に新
たに舗装された横断指導
線とグリーン舗装

●
各
議
員
横
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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０
歳
か
ら
２
歳
ま
で
の
保
育
料
無
償

化
を
実
現
す
る
こ
と
を
求
め
る
。
具

体
的
な
予
算
の
算
出
に
つ
い
て
聞
く
。

現
在
３
歳
未
満
児
の
保
育

に
係
る
町
負
担
は
約
２
億
円
。
そ
の
う
ち
保
育

料
は
年
間
９
，
６
４
８
万
円
。
国
に
は
最
低
で

も
保
育
料
分
を
負
担
し
て
も
ら
う
必
要
が
あ

る
と
考
え
て
い
る
。

こ
ど
も
医
療
費
助
成
対
象
年
齢
を
18

歳
ま
で
引
き
上
げ
る
自
治
体
が
全
国

的
に
増
え
て
い
る
。
県
内
で
は
15
歳
ま
で
の
通

院
・
入
院
は
足
並
み
を
揃
え
て
お
り
、
24
市
町

村
は
高
校
生
（
18
歳
年
度
末
）
ま
で
と
な
っ
て

い
る
。
西
原
町
近
隣
全
市
町
村
（
宜
野
湾
市
・

嘉
手
納
町・北
谷
町
、
他
）
が
実
施
し
て
い
る
。

早
急
な
実
現
に
向
け
町
長
の
見
解
を
問
う
。

18
歳
ま
で
の
医
療
費
無
償
化
は

子
育
て
世
代
を
支
援
す

る
上
で
大
変
有
効
だ

が
、
現
状
で
は
町
単
独

予
算
で
対
象
者
拡
充
は

厳
し
い
た
め
、
国
・
県

の
動
向
を
注
視
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
は
地

域
の
困
窮
世
帯
の
支
援
を
含
め
福
祉

向
上
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
処
遇

改
善
に
つ
い
て
制
度
見
直
し
を
は
じ
め
県
や

国
へ
の
要
請
の
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

民
生
法
第
10
条
に
お
い
て

無
報
酬
が
基
本
。
県
か
ら
年
額
約
６
万
円
の
活

動
費
、
町
か
ら
協
議
会
に
対
し
補
助
金
を
支
給

し
て
い
る
。処
遇
向
上
は
必
要
と
考
え
て
い
る
。

太
陽
石
油
（
旧
南
西
石
油
）
の
後
排

水
路
（
公
用
水
面
）
の
砂
堆
積
の
対

策
及
び
水
路
拡
幅
整
備
の
要
請
行
動（
内
閣
府・

国
土
交
通
省
）
に
つ
い
て
、
今
後
国
や
県
・
太

陽
石
油
・
地
域
と
の
連
携
が
必
要
と
な
る
が
予

算
も
含
め
た
対
応
・
対
策
を
問
う
。

太
陽
石
油
の
背
面
、
中
を
通
っ

て
い
る
水
路
が
公
用
水
面
な
の
か
排
水
路
な

の
か
、
国
と
県
と
見
解
も
違
う
。
例
え
ば
一
括

交
付
金
の
中
の
特
定
推
進
交
付
金
が
活
用
で

き
て
事
業
者
が
決
定
し
て
一
緒
に
や
る
こ
と

が
で
き
る
の
か
、そ
う
い
う
も
の
も
含
め
て
県・

国
の
方
に
お
願
い
し
て
い
る
状
況
で
も
あ
る
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
人
員
配

置
に
つ
い
て
、
各
市
町
村
と
比
較
し

て
格
差
が
生
じ
て
お
り
、
本
町
の
現
状
の
支

援
体
制
で
は
相
談
や
支
援
を
必
要
な
時
に
受

け
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
差
し
迫
っ
て
き

て
い
る
。
包
括
的
支
援
事
業
の
安
定
的
な
運

用
と
発
展
の
た
め
に
、
予
算
面
も
含
め
た
対

策
が
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
。

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
つ

い
て
、
他
地
域
の
実
情
と
西
原
町
の
現
状
の

比
較
が
あ
る
な
か
で
配
置
人
員
に
つ
い
て
も

少
し
精
査
し
な
が
ら
、
ど
う
い
っ
た
と
こ
ろ

に
、
さ
ら
に
踏
み
込
ん
で
い
く
必
要
が
あ
る

の
か
。
内
部
で
検
証
し
た
い
。

身
寄
り
の
な
い
高
齢
者
や
障
が
い
者

へ
の
支
援
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

作
成
は
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
が
。

県
外
の
市
町
村
を
参
考

に
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
を
検
討
し
た
い
。

こ
ど
も
の
居
場
所
存
続
の
た
め
、
人

材
育
成
や
担
い
手
育
成
は
必
要
で
あ

る
が
。

担
い
手
不
足
は
非
常

に
大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
る
。
社
会
福
祉

協
議
会
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
で
も
情
報
共

有
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
が
、
地
域
の
ニ
ー

ズ
も
聞
き
な
が
ら
行
政
と
し
て
ど
う
い
っ
た

支
援
が
で
き
る
の
か
検
討
し
た
い
。

新
一
年
生
の
保
護
者
か
ら
学
童
に
入

る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
他
市
町
村

へ
の
移
住
や
母
親
が
退
職
を
検
討
せ
ざ
る
を

え
な
い
と
い
う
声
も
上
が
っ
て
い
る
。
毎
年

こ
の
時
期
に
な
る
と
同
じ
課
題
に
直
面
し
て

い
る
。
子
育
て
施
策
の
優
先
順
位
を
上
げ
て

受
け
皿
整
備
を
進
め
る
こ
と
は
重
要
で
あ
る

と
考
え
る
が
。財

政
的
な
状
況
も
あ
り
、
す
ぐ

に
解
決
す
る
課
題
で
は
な
い
が
、
こ
ど
も
た

ち
に
し
っ
か
り
目
を
向
け
て
い
く
と
い
う
姿

勢
が
一
番
大
事
な
こ
と
だ
と
私
は
考
え
て
い

る
。
財
源
の
確
保
や
補
助
を
活
用
、
模
索
し

な
が
ら
政
策
が
打
て
る
よ
う
な
形
に
は
持
っ

て
い
き
た
い
。

■
小
那
覇
工
業
団
地
の
河
川
排

水
が
で
き
ず
大
雨
の
た
び
に

水
没
⁉
浸
水
被
害
対
策
は
緊

急
の
課
題
‼
政
府
要
請
へ

■
こ
ど
も
た
ち
の
夢
を
み
ん
な
で
支

え
る
一
歩
へ
！
18
歳
ま
で
の
こ
ど

も
医
療
費
無
料
化
を
強
く
求
め
る

■
包
括
的
支
援
事
業
、
他
市
町

村
と
の
格
差
是
正
を

■
身
寄
り
の
な
い
方
々
へ
の
支

援
体
制
構
築
を

■
こ
ど
も
の
居
場
所
、
担
い
手

育
成
を

■
子
育
て
支
援
、
受
け
皿
の
拡

充
を

山
やま

城
しろ

 勝
かつ

貴
たか

議員

町
長

町
長

町
長

福
祉
部
長

○ 

M
I
C
E
施
設
早
期
建
設
に
つ
い
て

○ 

火
葬
場
建
設
実
現
に
む
け
て

○ 

都
市
区
画
整
理
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

○ 

公
共
交
通
の
充
実

こ
ど
も
課
主
幹

○ 

下
水
道
整
備
工
事
に
つ
い
て

子育て支援
について

●
各
議
員
横
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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出
産
・
子
育
て
支
援
推
進
を
聞
く
。

新
た
な
事
業
と
し
て
、
不

妊
治
療
を
行
う
町
民
に
対
し
て
保
険
適
用
外

で
あ
る
先
進
医
療
不
妊
治
療
費
の
費
用
助
成

を
行
う
。
ま
た
学
童
ク
ラ
ブ
の
家
賃
補
助
を

実
施
し
、
利
用
者
の
負
担
軽
減
を
図
る
。

　

交
通
安
全
整
備
で
事
故
防
止
策
を
聞

く
。

交
通
渋
滞
解
消
を
目
的
に
国
道

３
２
９
号
我
謝
交
差
点
へ
安
全
施
設
、
ポ
ー

ル
を
設
置
し
た
。
地
域
自
治
会
の
要
請
等
が

有
れ
ば
南
部
国
道
事
務
所
と
意
見
交
換
を
実

施
し
た
い
。

水
道
施
設
の
維
持
管
理
を
聞
く
。

現
計
画
の
水
道
事
業
計
画

に
基
づ
き
水
道
施
設
整
備
拡
充
を
進
め
る
。

入
札
不
調
の
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
建
設
に

つ
い
て
大
型
商
業
施
設
誘
致
に
方
向

転
換
し
て
は
ど
う
か
。

県
、
町
に
お
け
る
上
位
計
画
等

の
改
定
作
業
が
必
要
に
な
る
為
、
相
応
の
期

間
や
予
算
が
必
要
に
な
る
。

都
市
基
盤
整
備
を
聞
く
。

東
崎
兼
久
線
は
臨
港
２
号
を
起

点
と
し
国
道
３
２
９
号
を
終
点
と
す
る
都
市

計
画
道
路
。
沖
縄
振
興
公
共
投
資
交
付
金
等

活
用
し
て
い
る
が
近
年
減
少
し
て
い
る
。

西
原
町
地
域
公
共
交
通
計
画
を
聞

く
。

議
員
提
案
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
に
関
し
て
、
協
議
会
で
ニ
ー
ズ

調
査
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
等
含
め
て
検
討
す

る
こ
と
に
な
る
。

新
聞
の
調
査
に
よ
る
と
県
内
の
公
立

学
校
の
給
食
が
国
の
摂
取
基
準
を

下
回
っ
て
い
る
と
あ
る
が
本
町
は
ど
う
か
聞

く
。

令
和
６
年
４
月
か
ら
令
和

７
年
２
月
ま
で
の
給
食
実
績
に
お
い
て
、
カ

ル
シ
ウ
ム
、
鉄
分
、
食
塩
が
国
の
栄
養
基
準

を
下
回
っ
て
い
る
。
カ
ル
シ
ウ
ム
は
小
学
校

で
栄
養
基
準
の
94
％
、
中
学
校
で
79
％
、
鉄

分
は
小
学
校
で
93
％
、
中
学
校
で
88
％
、
食

塩
は
小
学
校
で
は
１
０
０
％
だ
が
、
中
学
校

で
96
％
。本

町
の
給
食
費
（
幼
稚
園
、小
学
校
）

の
半
額
補
助
は
、
何
時
か
ら
始
め
る

か
を
聞
く
。

物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援

地
方
創
生
臨
時
金
を
活
用
し
令
和
７
年
度
に

実
施
す
る
。

健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
、「
透
析
導
入
患
者
の
減
少
等

に
取
組
む
。」
と
あ
る
が
そ
の
対
策
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
透
析
を
受
け
て
い

る
町
民
は
何
人
い
る
か
。

透
析
導
入
患
者
の
減
少
の

取
組
み
と
し
て
、
主
な
原
因
と
な
る
糖
尿

病
、
高
血
圧
と
言
っ
た
生
活
習
慣
病
の
重
症

化
予
防
対
策
を
行
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は

健
診
受
診
者
で
治
療
が
必
要
な
町
民
や
、
食

事
指
導
が
必
要
な
町
民
に
対
し
て
、
面
談
で

結
果
説
明
や
医
療
へ
の
受
診
勧
奨
、
管
理
栄

養
士
に
よ
る
食
事
指
導
等
を
実
施
し
て
い

る
。
透
析
を
受
け
て
い
る
町
民
は
、
令
和
５

年
度
末
時
点
で
、
国
保
加
入
者
が
31
人
、
後

期
高
齢
者
が
25
人
。

西
原
町
が
国
保
で

払
っ
て
い
る
金
額
は
、
一
人
当
た
り
、
月
約

43
万
円
程
。

お
よ
そ
１
０
０
年
か
ら
１
５
０
年
の

間
隔
で
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
大
規

模
地
震
い
わ
ゆ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ

る
津
波
に
つ
い
て
、
町
当
局
は
い
か
な
る
考

え
を
も
っ
て
い
る
か
。

津
波
発
生
時
に
お
け
る
対

応
と
し
て
は
、
ま
ず
高
い
場
所
に
避
難
す
る

こ
と
は
一
番
大
事
な
こ
と
で
あ
り
避
難
が

必
要
な
町
民
に
対
し
、
迅
速
に
安
全
な
避
難

を
す
る
こ
と
や
、
垂
直
避
難
も
有
効
で
あ
る

こ
と
、
併
せ
て
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
。

「
個
別
最
適
な
学
び
の
場
」
を
提
供

す
る
と
は
具
体
的
に
は
何
か
。

文
科
省
は
個
別
の
教
育
的

ニ
ー
ズ
の
あ
る
児
童
生
徒
に
対
し
、
自
立
と

社
会
参
加
を
見
据
え
て
、
そ
の
時
点
で
、
教

育
的
ニ
ー
ズ
に
最
も
的
確
に
応
え
る
指
導

を
提
供
で
き
る
。
多
様
で
柔
軟
な
仕
組
み
整

備
す
る
こ
と
が
重
要
と
述
べ
て
い
る
。
通
常

の
学
級
や
通
級
に
よ
る
指
導
、
特
別
支
援
学

級
、
特
別
支
援
学
校
が
挙
げ
ら
れ
る
。
支
援

員
の
配
置
、
巡
回
等
に
よ
り
、
専
門
家
に
よ

る
助
言
を
受
け
な
が
ら
、
担
任
が
指
導
、
支

援
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。

■
施
政
方
針
を
質
す

■
町
長
の
施
政
方
針
の
中
か
ら

■
小
中
学
校
の
給
食
を
質
す

■
小
中
学
校
の
給
食
費
を
質
す

前
まえ

里
さと

 光
こう

信
しん

議員

屋
や

比
び

久
く

 満
みつる

議員

町
長

町
長

町
長

教
育
部
長

教
育
部
長

福
祉
部
長

福
祉
部
長

建
設
部
長

企
画
財
政
課
主
幹

給食費助成について

津波対策は？

●
各
議
員
横
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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健
康
と
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
、「
透
析
導
入
患
者
の
減
少
等

に
取
組
む
。」
と
あ
る
が
そ
の
対
策
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
。
ま
た
透
析
を
受
け
て
い

る
町
民
は
何
人
い
る
か
。

透
析
導
入
患
者
の
減
少
の

取
組
み
と
し
て
、
主
な
原
因
と
な
る
糖
尿

病
、
高
血
圧
と
言
っ
た
生
活
習
慣
病
の
重
症

化
予
防
対
策
を
行
っ
て
い
る
。
具
体
的
に
は

健
診
受
診
者
で
治
療
が
必
要
な
町
民
や
、
食

事
指
導
が
必
要
な
町
民
に
対
し
て
、
面
談
で

結
果
説
明
や
医
療
へ
の
受
診
勧
奨
、
管
理
栄

養
士
に
よ
る
食
事
指
導
等
を
実
施
し
て
い

る
。
透
析
を
受
け
て
い
る
町
民
は
、
令
和
５

年
度
末
時
点
で
、
国
保
加
入
者
が
31
人
、
後

期
高
齢
者
が
25
人
。

西
原
町
が
国
保
で

払
っ
て
い
る
金
額
は
、
一
人
当
た
り
、
月
約

43
万
円
程
。

お
よ
そ
１
０
０
年
か
ら
１
５
０
年
の

間
隔
で
繰
り
返
さ
れ
て
き
た
大
規

模
地
震
い
わ
ゆ
る
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
よ

る
津
波
に
つ
い
て
、
町
当
局
は
い
か
な
る
考

え
を
も
っ
て
い
る
か
。

津
波
発
生
時
に
お
け
る
対

応
と
し
て
は
、
ま
ず
高
い
場
所
に
避
難
す
る

こ
と
は
一
番
大
事
な
こ
と
で
あ
り
避
難
が

必
要
な
町
民
に
対
し
、
迅
速
に
安
全
な
避
難

を
す
る
こ
と
や
、
垂
直
避
難
も
有
効
で
あ
る

こ
と
、
併
せ
て
周
知
す
る
必
要
が
あ
る
と
思

う
。

「
個
別
最
適
な
学
び
の
場
」
を
提
供

す
る
と
は
具
体
的
に
は
何
か
。

文
科
省
は
個
別
の
教
育
的

ニ
ー
ズ
の
あ
る
児
童
生
徒
に
対
し
、
自
立
と

社
会
参
加
を
見
据
え
て
、
そ
の
時
点
で
、
教

育
的
ニ
ー
ズ
に
最
も
的
確
に
応
え
る
指
導

を
提
供
で
き
る
。
多
様
で
柔
軟
な
仕
組
み
整

備
す
る
こ
と
が
重
要
と
述
べ
て
い
る
。
通
常

の
学
級
や
通
級
に
よ
る
指
導
、
特
別
支
援
学

級
、
特
別
支
援
学
校
が
挙
げ
ら
れ
る
。
支
援

員
の
配
置
、
巡
回
等
に
よ
り
、
専
門
家
に
よ

る
助
言
を
受
け
な
が
ら
、
担
任
が
指
導
、
支

援
を
行
う
こ
と
が
必
要
と
さ
れ
る
。

現
状
の
建
物
を
利
活
用
し
薬
学
部
を

置
い
た
ら
ど
う
か
。
ま
た
ハ
ワ
イ
に

も
あ
る
東
西
セ
ン
タ
ー
沖
縄
版
も
可
能
か
問

う
。

薬
学
部
に
つ
い
て
は
、
地

域
医
療
充
実
や
人
材
育
成
に
寄
与
す
る
重
要

な
課
題
で
あ
り
、
跡
地
利
用
促
進
協
議
会
に

お
い
て
も
議
論
さ
れ
て
い
る
。
県
で
は
、
県

内
国
公
立
大
学
へ
の
公
募
を
行
っ
た
が
応
募

が
無
く
、
そ
の
後
県
と
琉
球
大
学
双
方
で
検

討
さ
れ
て
い
る
と
認
識
す
る
。
ハ
ワ
イ
東
西

セ
ン
タ
ー
は
大
型
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
施
設
に
併
設
が

検
討
さ
れ
る
ウ
チ
ナ
ー
ン
チ
ュ
セ
ン
タ
ー
と

同
機
能
で
あ
る
た
め
動
向
を
注
視
し
て
い

く
。

小
波
津
辺
り
か
ら
Ｊ
Ａ
マ
ル
シ
ェ
、

役
場
周
辺
の
土
地
用
途
変
更
に
つ

い
て
相
変
わ
ら
ず
周
辺
住
民
か
ら
要
望
が
あ

る
。
土
地
利
用
の
変
更
を
早
期
に
実
現
し
、

住
宅
地
等
の
拡
充
を
図
る
。
マ
ル
シ
ェ
周
辺

の
観
光
開
発
、
西
原
町
向
け
の
モ
ノ
レ
ー
ル

構
想
が
実
現
す
れ
ば
か
な
り
の
集
客
力
が
あ

り
、
ま
ち
づ
く
り
の
中
核
に
な
る
と
思
う
が

可
能
か
。

役
場
周
辺
の
土
地
利
用
の
見
直

し
、
特
に
西
原
南
小
学
校
周
辺
に
つ
い
て
は
、

以
前
か
ら
子
育
て
環
境
を
作
っ
て
も
ら
い
た

い
と
い
う
の
が
本
来
の
思
い
で
、
小
波
津
、

安
室
区
域
か
ら
の
要
請
に
よ
り
い
ろ
い
ろ
検

討
し
て
き
た
。
そ
の
よ
う
な
需
要
関
係
も
含

め
て
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。

２
０
３
０
年
に
国
道
３
２
９
バ
イ
パ

ス
が
開
通
予
定
だ
が
、
そ
れ
に
伴
い

パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
、
道
の
駅
併
設
は
ど
う

か
。
今
後
益
々
交
通
量
も
増
加
し
大
型
車
も

駐
車
出
来
る
エ
リ
ア
も
必
要
か
と
思
う
が
可

能
か
。

平
成
16
年
に
も
東
崎
公
園
近
く

に
道
の
駅
を
提
案
し
た
が
、
そ
の
中
で
大
き

な
課
題
が
休
憩
所
だ
っ
た
。
24
時
間
体
制
で

開
放
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
国
土
交

通
省
側
は
維
持
管
理
が
厳
し
い
の
で
は
な
い

か
と
い
う
見
解
だ
っ
た
。
そ
の
時
点
で
は
断

念
し
た
が
、
や
は
り
、
国
道
３
２
９
バ
イ
パ

ス
で
は
こ
う
い
う
エ
リ
ア
も
必
要
だ
と
い
う

思
い
は
あ
り
引
き
続
き
検
討
し
て
い
く
。

■
琉
大
跡
地
に
つ
い
て
問
う

■
土
地
利
用
変
更
に
つ
い
て
問

う
■
南
海
ト
ラ
フ
地
震
に
つ
い
て

■
西
原
町
の
特
別
支
援
教
育
に

つ
い
て

大
おお

田
た

　實
みのる

議員

総
務
部
長

■
国
道
３
２
９
号
線
バ
イ
パ
ス
へ
の
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
整
備
に
つ
い
て
問
う

健
康
保
険
課
長

総
務
部
長

教
育
部
長

町
長

町
長

○ 

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

○ 

火
葬
場
等
の
整
備
に
つ
い
て

〇 

西
原
町
の
補
助
団
体
に
つ
い
て

○ 

Ｏ
Ｉ
Ｓ
Ｔ
発
企
業
シ
ス
テ
ム
開
発（
高
齢
者
の
転
倒

を
Ａ
Ｉ
で
防
止
）

○ 

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
、Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
に
つ
い
て

〇 「
１
０
３
万
円
の
壁
」に
つ
い
て

329 号線バイパスに 
道の駅を併設しては？

●
各
議
員
横
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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令
和
６
年
６
月
の
豪
雨
に
よ
り
小
那

覇
工
業
専
用
地
域
に
お
い
て
公
有
水

面
が
氾
濫
、
床
上
浸
水
な
ど
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
た
。
発
生
の
原
因
を
ど
う
捉
え
て
い

る
か
。

浸
水
の
主
因
は
、
集
中
豪

雨
と
水
路
海
側
末
端
部
の
土
砂
堆
積
に
よ

り
、
水
の
流
れ
が
阻
害
さ
れ
た
こ
と
が
原
因

と
考
え
て
い
る
。

土
砂
堆
積
対
策
の
今
後
の
見
通
し

は
。

県
の
港
湾
課
と
協
議
し
、

対
応
を
検
討
す
る
と
の
こ
と
。
町
と
し
て
も

引
き
続
き
関
係
機
関
と
連
携
し
早
期
解
決
に

取
組
ん
で
い
く
。

水
路
流
入
口
の
閉
塞
対
策
に
は
導
流

堤
を
兼
ね
る
突
堤
設
置
が
有
効
と
考

え
る
が
、
大
雨
頻
発
の
異
常
事
態
に
鑑
み
、

雨
水
ポ
ン
プ
場
の
設
置
も
計
画
し
て
は
ど
う

か
。

土
砂
閉
塞
対
策
と
し
て
導

流
堤
や
砂
留
堤
な
ど
が
効
果
的
。
町
と
し
て

は
緊
急
性
が
非
常
に
高
く
考
え
て
お
り
国
や

県
に
要
請
を
行
っ
て
い
る
。

議
員
の
提
案
に
つ
い
て
は
、
い

ろ
ん
な
意
味
で
国
・
県
と
協
議
し
な
が
ら
で

き
る
だ
け
早
め
に
対
応
で
き
る
よ
う
頑
張
り

た
い
。

昭
和
46
年
に
開
発
さ
れ
た
坂
田
ハ
イ

ツ
で
は
、
私
道
が
老
朽
化
し
、
多

数
の
地
権
者
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
町
道

認
定
が
で
き
な
い
。
ま
た
下
水
道
整
備
時
に

は
合
併
浄
化
槽
で
し
か
建
築
許
可
が
下
り
な

い
。
私
案
と
し
て
下
水
道
の
本
格
施
設
整
備

を
進
め
な
が
ら
、
同
時
に
該
当
地
区
の
下
水

道
を
接
続
、
町
は
下
水
道
敷
設
後
、
道
路
・

歩
道
を
恒
久
的
に
整
備
管
理
す
る
の
は
ど
う

か
。

提
案
に
感
謝
す
る
。
町
と
し
て

も
道
路
や
下
水
道
の
整
備
は
地
域
の
生
活
環

境
向
上
の
不
可
欠
な
施
策
の
一
つ
と
考
え
て

い
る
。
自
治
会
と
地
権
者
が
協
議
に
よ
る
合

意
形
成
を
図
り
、
下
水
道
に
接
続
し
て
い
く

の
は
衛
生
環
境
改
善
等
に
お
い
て
も
す
ば
ら

し
い
。
課
題
に
つ
い
て
は
、
横
断
的
事
業
と

し
て
関
係
部
署
間
で
進
め
て
い
く
。

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
導
入
の
現
状
は
。

ほ
ぼ
全
て
の
公
共
施
設
を
導
入

対
象
と
し
金
額
や
期
間
も
自
由
に
提
案
で
き

る
提
案
公
募
型
で
随
時
募
集
し
て
い
る
が
現

時
点
で
は
契
約
は
な
い
。

現
在
応
募
が
な
い
状
況
に
対
し
て
ど

の
よ
う
な
考
え
が
あ
る
の
か
、
今
後

の
課
題
は
。

制
度
の
周
知
と
企
業

の
メ
リ
ッ
ト
が
感
じ
に
く
い
二
点
が
課
題
で

あ
る
た
め
そ
こ
を
強
化
し
て
い
か
な
い
と
い

け
な
い
。現

在
、
サ
ッ
カ
ー
キ
ャ
ン
プ
を
行
っ

て
い
る
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
な
ど
に
積

極
的
に
ア
プ
ロ
ー
チ
し
て
い
く
べ
き
で
は
な

い
か
。

西
原
町
と
し
て
危
機
感
を
も
っ

て
い
る
。
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸
の
オ
ー
ナ
ー
と

も
協
議
を
し
て
い
る
。
様
々
な
施
設
等
で
、

で
き
る
だ
け
、
早
め
に
導
入
に
向
け
て
取
組

ん
で
い
き
た
い
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
使
い
道
に
こ
ど
も

達
の
県
外
派
遣
費
用
等
に
活
用
で
き

な
い
か
。

ふ
る
さ
と
納
税
の
使

途
は
６
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、
町
長
が
必
要

と
認
め
る
も
の
と
い
う
部
分
に
お
い
て
活
用

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

本
町
は
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
を
中
心
に
ま
ち
づ

く
り
を
実
行
し
て
お
り
こ
の
事
業
が

お
く
れ
る
と
ま
ち
づ
く
り
が
動
か
な
い
。
県

の
動
き
が
遅
い
の
で
あ
れ
ば
、
西
原
町
と
し

て
動
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
。

Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
遅
れ
が
ま
ち
づ
く

り
に
影
響
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
た
め
、
入

札
の
再
公
告
を
一
日
で
も
早
く
す
る
よ
う
有

識
者
会
議
等
で
報
告
し
て
い
る
。

ｐ
ａ
ｒ
ｋ-

Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度
※
導
入
に

向
け
て
本
町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て

い
る
か
。

具
体
的
に
は
検
討
し
て

い
な
い
が
、
西
地
区
区
画
整
理
地
内
の
公
園

に
活
用
で
き
る
よ
う
事
業
進
捗
を
見
な
が
ら

検
討
し
て
い
き
た
い
。

※
ｐ
ａ
ｒ
ｋ-

Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度
と
は

都
市
公
園
法
に
基
づ
い
て
設
置
さ
れ
た
都

市
公
園
に
お
い
て
、
飲
食
店
や
ス
ポ
ー
ツ

施
設
な
ど
を
設
置
・
運
営
す
る
民
間
事
業

者
を
公
募
で
選
定
す
る
制
度
。

戦
後
80
年
の
本
年
は
平
和
月
間
の
み

で
は
な
く
、
年
間
通
し
て
平
和
を
伝

え
て
い
く
た
め
に
、
広
報
誌
を
活
用
で
き
な

い
か
。

　

  

一
年
通
し
て
平
和
へ

の
喜
び
や
尊
さ
を
伝
え
る
た
め
に
も
様
々
な

形
で
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

儀
ぎ

間
ま

 駿
しゅん

太
た

郎
ろう

議員

比
ひ

嘉
が

　利
とし

和
かず

議員

■
令
和
６
年
６
月
の
豪
雨
に
よ
る

甚
大
な
浸
水
被
害
に
つ
い
て

■
下
水
道
整
備
に
よ
る
坂
田
地
区
の

恒
久
的
な
道
路
整
備
に
つ
い
て

■
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

■
戦
後
80
年 

平
和
の
継
承
へ

建
設
部
長

企
画
財
政
課
主
幹

企
画
財
政
課
主
幹

企
画
財
政
課
主
幹

都
市
整
備
課
長

■  

西
原
町
の
財
政
に
つ
い
て

町
長

町
長

町
長

○ 

Ｐ
Ｆ
Ｉ
制
度
に
つ
い
て

 　
（
中
央
公
民
館
建
て
替
え
）

〇 

自
主
財
源
確
保
に
つ
い
て

〇 

環
境
拠
点
施
設
周
辺
整
備
に
つ
い
て

〇 

小
中
学
校
に
お
け
る
金
融
教
育
に
つ
い
て

〇 

体
育
館
の
空
調
整
備
に
つ
い
て

〇 

校
務
の
デ
ジ
タ
ル
化
に
つ
い
て

●
各
議
員
横
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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令
和
６
年
６
月
の
豪
雨
に
よ
り
小
那

覇
工
業
専
用
地
域
に
お
い
て
公
有
水

面
が
氾
濫
、
床
上
浸
水
な
ど
甚
大
な
被
害
が

発
生
し
た
。
発
生
の
原
因
を
ど
う
捉
え
て
い

る
か
。

浸
水
の
主
因
は
、
集
中
豪

雨
と
水
路
海
側
末
端
部
の
土
砂
堆
積
に
よ

り
、
水
の
流
れ
が
阻
害
さ
れ
た
こ
と
が
原
因

と
考
え
て
い
る
。

土
砂
堆
積
対
策
の
今
後
の
見
通
し

は
。

県
の
港
湾
課
と
協
議
し
、

対
応
を
検
討
す
る
と
の
こ
と
。
町
と
し
て
も

引
き
続
き
関
係
機
関
と
連
携
し
早
期
解
決
に

取
組
ん
で
い
く
。

水
路
流
入
口
の
閉
塞
対
策
に
は
導
流

堤
を
兼
ね
る
突
堤
設
置
が
有
効
と
考

え
る
が
、
大
雨
頻
発
の
異
常
事
態
に
鑑
み
、

雨
水
ポ
ン
プ
場
の
設
置
も
計
画
し
て
は
ど
う

か
。

土
砂
閉
塞
対
策
と
し
て
導

流
堤
や
砂
留
堤
な
ど
が
効
果
的
。
町
と
し
て

は
緊
急
性
が
非
常
に
高
く
考
え
て
お
り
国
や

県
に
要
請
を
行
っ
て
い
る
。

議
員
の
提
案
に
つ
い
て
は
、
い

ろ
ん
な
意
味
で
国
・
県
と
協
議
し
な
が
ら
で

き
る
だ
け
早
め
に
対
応
で
き
る
よ
う
頑
張
り

た
い
。

昭
和
46
年
に
開
発
さ
れ
た
坂
田
ハ
イ

ツ
で
は
、
私
道
が
老
朽
化
し
、
多

数
の
地
権
者
が
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、
町
道

認
定
が
で
き
な
い
。
ま
た
下
水
道
整
備
時
に

は
合
併
浄
化
槽
で
し
か
建
築
許
可
が
下
り
な

い
。
私
案
と
し
て
下
水
道
の
本
格
施
設
整
備

を
進
め
な
が
ら
、
同
時
に
該
当
地
区
の
下
水

道
を
接
続
、
町
は
下
水
道
敷
設
後
、
道
路
・

歩
道
を
恒
久
的
に
整
備
管
理
す
る
の
は
ど
う

か
。

提
案
に
感
謝
す
る
。
町
と
し
て

も
道
路
や
下
水
道
の
整
備
は
地
域
の
生
活
環

境
向
上
の
不
可
欠
な
施
策
の
一
つ
と
考
え
て

い
る
。
自
治
会
と
地
権
者
が
協
議
に
よ
る
合

意
形
成
を
図
り
、
下
水
道
に
接
続
し
て
い
く

の
は
衛
生
環
境
改
善
等
に
お
い
て
も
す
ば
ら

し
い
。
課
題
に
つ
い
て
は
、
横
断
的
事
業
と

し
て
関
係
部
署
間
で
進
め
て
い
く
。

施
設
は
、
特
産
品
販
売
、
農
産
物
生

産
拡
大
や
生
産
者
の
意
欲
向
上
地
産

地
消
推
進
と
あ
る
が
現
状
の
目
的
達
成
の
状

況
は
。

当
初
、
野
菜
総
売
上

町
内
産
６
割
と
答
弁
し
た
が
、
令
和
３
年
度

18·

25
％
、
令
和
５
年
度
12·

21
％
。
ソ
デ

イ
カ
を
使
っ
た
特
産
品
開
発
を
行
う
答
弁
を

し
た
が
具
体
的
な
開
発
は
な
い
。

協
定
書
で
は
地
域
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

効
果
・
効
率
向
上
、
地
域
福
祉
増
進

な
ど
の
公
共
性
も
担
う
と
あ
る
が
協
定
書
に

沿
っ
た
状
況
な
の
か
。諸

々
の
課
題
が
多
々
あ

る
が
会
議
の
中
で
、
指
定
管
理
者
へ
改
善
や

指
摘
を
行
っ
て
い
る
。

施
設
を
造
る
為
の
答
弁
で
は
な
い
は

ず
。
し
っ
か
り
取
組
む
べ
き
で
は
。

各
機
関
連
携
し
町
民
全

体
で
支
え
発
展
す

る
施
設
に
し
た
い
。

ま
ず
、
送
迎
保
育
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
。　

保
育
士
の
い
る
施
設
に
預
け
、
各
園

に
送
迎
す
る
。
朝
夕
の
忙
し
い
時
間
の
負
担

軽
減
に
つ
な
が
る
が
。

提
供
さ
れ
た
資
料
を
参
考

に
研
究
し
た
い
。

次
に
子
育
て
タ
ク
シ
ー
。
講
習
を
受

け
た
ド
ラ
イ
バ
ー
が
学
校
の
送
迎
、

産
院
へ
の
通
院
、
買
い
物
で
も
利
用
で
き
荷

物
も
運
ん
で
く
れ
る
。

町
に
は
３
社
の
タ
ク
シ
ー

会
社
が
あ
る
。
課
題
等
も
あ
る
と
思
う
が
検

討
し
て
い
き
た
い
。

不
妊
治
療
助
成
。
今
回
施
策
の
町
が

７
万
円
、
県
の
７
万
円
で
あ
る
程
度

カ
バ
ー
で
き
る
と
思
う
が
、
町
の
制
度
は
ど

う
か
。

県
の
基
準
額
の
３
割

自
己
負
担
で
１
回
の
上
限
は
７
万
円
。
両
方

の
治
療
を
合
わ
せ
る
と
、
補
助
内
で
収
ま
る

と
い
う
こ
と
に
な
る
。

残
工
事
費
約
47
億
円
、
単
年
度
約

７
億
円
。
予
定
工
期
で
終
わ
ら
な
い

と
言
っ
た
ほ
う
が
よ
い
の
で
は
。

現
在
、
令
和
７
年
度

に
事
業
計
画
変
更
を
予
定
し
て
い
る
。
そ
の

中
で
予
算
配
分
も
出
て
く
る
と
思
う
の
で
、

検
討
し
て
い
き
た
い
。

真
ま

栄
え

城
しろ

 哲
てつ

議員

■
区
画
整
理
事
業
、
工
期
で
完
了
し

な
い
‼

■
子
育
て
世
帯
の
応
援
‼

都
市
整
備
主
幹

建
設
部
長

建
設
部
長

町
長

■「
西
原
マ
ル
シ
ェ
」
検
証
の

時
期

町
長

こ
ど
も
課
主
幹

産
業
観
光
課
長

産
業
観
光
課
長

産
業
観
光
課
長

こ
ど
も
課
長

こ
ど
も
課
長

提案提案

歩道

私道の老朽化が進む
坂田ハイツ

縁石

西原さわふじマルシェ

●
各
議
員
横
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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「
新
た
に
掲
げ
た
公
約
の
着
実
な
実

現
に
向
け
全
力
で
取
組
む
」
と
あ
る

が
、
新
た
に
掲
げ
た
公
約
と
は
。

こ
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め

に
、
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
平
和

実
現
の
た
め
に
、
確
か
な
行
財
政
運
営
の
た

め
に
４
つ
の
大
き
な
柱
の
下
、
24
の
公
約
を

掲
げ
て
そ
の
中
で
、
小
中
学
校
児
童
生
徒

の
給
食
費
無
償
化
に
向
け
た
取
組
み
、
母
子

手
帳
ア
プ
リ
の
導
入
、
公
園
施
設
照
明
灯
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
６
月
の
平
和
月
間
を
中
心
と
し

た
平
和
事
業
の
推
進
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
拡
大
に
向
け
た
取
組
み
等
を
新
た
に
掲
げ

た
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
動
き
出
し

た
。
一
旦
始
め
た
事
業
、
再
来
年
度

は
ど
う
な
る
か
解
ら
な
い
で
は
済
ま
な
い
と

考
え
る
が
、
町
長
の
英
断
を
求
め
る
が
。

令
和
８
年
度
以
降
の
給
食
費

に
つ
い
て
は
事
業
の
継
続
性
が
課
題
と
な
る

が
、
県
が
第
一
歩
と
し
て
中
学
生
の
補
助
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
効
果
検
証
や
そ
の
時
の
財

政
状
況
、
国
の
動
向
を
踏
ま
え
今
後
検
討
す

る
。

今
年
は
戦
後
80
年
の
節
目
の
年
。
反

戦
平
和
事
業
へ
の
思
い
入
れ
と
、
特

に
強
調
し
た
い
事
業
は
何
か
。

メ
イ
ン
と
な
る
音
楽
イ
ベ
ン

ト
平
和
の
約
束
二
〇
二
五
は
、
長
年
音
楽
を

通
し
て
多
く
の
町
民
と
平
和
の
尊
さ
、
不
戦

の
誓
い
、
後
世
へ
の
警
鐘
と
し
て
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
信
し
て
き
た
。
夕
陽
の
広
場
で
の
開

催
を
目
指
し
準
備
中
。

中
央
公
民
館
建
て
替
え
は
、
２
期
目

の
施
策
に
入
ら
な
い
の
か
。

具
体
的
な
取
組
み
に
は
盛
り
込

ん
で
い
な
い
が
、
各
施
設
の
在
り
方
に
関
す

る
議
論
も
併
せ
て
検
討
を
続
け
て
い
る
。

「
無
電
柱
化
推
進
計
画
」
と
は
、
ど

の
地
域
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

町
道
東
崎
兼
久
線
、
臨
港

２
号
線
か
ら
呉
屋
安
室
線
、
新
県
道
浦
添
西

原
線
、
西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
内

の
県
道
浦
添
西
原
線
、
県
道
那
覇
北
中
城
線

を
予
定
。

南
小
学
校
区
は
地
域
格
差
が
生
じ
て

い
る
。
人
口
数
を
増
や
す
政
策
は

令
和
５
年
度
南
小
学

校
区
外
か
ら
８
名
、
令
和
６
年
度
18
名
と

な
っ
て
い
る
。全

体
の
在
席
の
割
に
特
別
支
援

を
要
す
る
児
童
が
増
え
て
い
る
。

特
支
在
席
児
童
数
は

56
名
と
な
っ
て
い
る
。

少
子
高
齢
化
は
子
育
て
政

策
を
き
ち
ん
と
、
財
源
、
ハ
ー
ド
事
業
面
、

西
原
町
で
産
み
育
て
た
い
と
い
う
環
境
を
つ

く
っ
て
い
く
こ
と
が
大
事
。

南
小
学
校
区
、
若
者
が
定
住
で
き
る

土
地
利
用
に
つ
い
て
。

南
小
学
校
周
辺
の
児
童
生

徒
の
均
衡
や
社
会
経
済
活
動
の
現
状
及
び
将

来
の
見
通
し
を
考
慮
し
、
土
地
利
用
を
検
討
す

る
地
区
と
し
て
位
置
づ
け
。
当
該
地
区
の
都
市

計
画
土
地
利
用
の
取
組
み
時
期
は
、
将
来
の
人

口
推
計
や
町
道
整
備
の
状
況
で
検
討
す
る
。

事
業
の
概
要
と
進
捗
率
と
今
後
の
見

通
を
聞
く
。

令
和
７
年
３
月
末
時
点
の

進
捗
率
約
63
％
、
補
助
金
が
年
々
減
少
し
て

お
り
見
通
し
の
言
及
は
で
き
な
い
。

東
崎
・
兼
久
線
、
道
路
工
事
の
進
捗

を
問
う
。

東
崎
兼
久
線
は
事
業
開
始

平
成
21
年
よ
り
令
和
８
年
完
成
予
定
で
期
間

は
18
年
間
。

小
波
津
川
橋
梁
工
事
現
場
で
警
察
、

消
防
の
立
会
が
見
受
け
ら
れ
た
が
、

状
況
を
聞
く
。

令
和
６
年
12
月
28
日
、
護

岸
工
事
中
に
ク
レ
ー
ン
が
鉄
板
を
吊
っ
て
な

い
状
態
で
サ
ポ
ー
ト
を
外
し
た
た
め
鉄
板
が

倒
れ
、
作
業
員
は
両
足
大
腿
骨
骨
折
と
親
指

を
損
傷
。
手
術
後
は
リ
ハ
ビ
リ
に
励
ん
で
い

る
。
労
働
基
準
監
督
署
に
事
故
報
告
書
類
を

提
出
し
て
い
る
。

太
陽
石
油
施
設
整
備
２
千
２
百
億

円
、
脱
炭
素
成
長
型
経
済
構
造
移
行

推
進
対
策
補
助
金
を
利
用
し
、
再
生
航
空
燃

料
製
造
と
の
、
新
聞
報
道
に
つ
い
て
、
本
町

の
経
済
雇
用
の
メ
リ
ッ
ト
は
。

新
た
な
産
業
創
出
に
伴
う
雇
用

の
創
出
（
40
名
程
度
）、製
造
過
程
に
お
い
て
、

必
要
な
原
材
料
や
部
品
な
ど
地
元
事
業
者
か

ら
調
達
、
地
域
経
済
環
境
に
期
待
さ
れ
る
。

大
おお

城
しろ

 好
よし

弘
ひろ

議員

喜
き

納
な

 昌
まさ

盛
もり

議員

町
長

町
長

教
育
長

建
設
部
長

土
木
課
長

建
設
部
長

建
設
部
長

教
育
総
務
課
主
幹

建
設
部
長

福
祉
部
長

■
西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業

に
つ
い
て

■
早
期
供
用
開
始
を
‼

町
長

教
育
総
務
課
長

■  

少
子
高
齢
化
に
つ
い
て

■
町
長
の
施
政
方
針
に
つ
い
て

西地区土地区画整理事業について

●
各
議
員
横
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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「
新
た
に
掲
げ
た
公
約
の
着
実
な
実

現
に
向
け
全
力
で
取
組
む
」
と
あ
る

が
、
新
た
に
掲
げ
た
公
約
と
は
。

こ
ど
も
た
ち
の
未
来
の
た
め

に
、
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
平
和

実
現
の
た
め
に
、
確
か
な
行
財
政
運
営
の
た

め
に
４
つ
の
大
き
な
柱
の
下
、
24
の
公
約
を

掲
げ
て
そ
の
中
で
、
小
中
学
校
児
童
生
徒

の
給
食
費
無
償
化
に
向
け
た
取
組
み
、
母
子

手
帳
ア
プ
リ
の
導
入
、
公
園
施
設
照
明
灯
の

Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
６
月
の
平
和
月
間
を
中
心
と
し

た
平
和
事
業
の
推
進
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納

税
拡
大
に
向
け
た
取
組
み
等
を
新
た
に
掲
げ

た
。

学
校
給
食
費
の
無
償
化
は
動
き
出
し

た
。
一
旦
始
め
た
事
業
、
再
来
年
度

は
ど
う
な
る
か
解
ら
な
い
で
は
済
ま
な
い
と

考
え
る
が
、
町
長
の
英
断
を
求
め
る
が
。

令
和
８
年
度
以
降
の
給
食
費

に
つ
い
て
は
事
業
の
継
続
性
が
課
題
と
な
る

が
、
県
が
第
一
歩
と
し
て
中
学
生
の
補
助
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
、
効
果
検
証
や
そ
の
時
の
財

政
状
況
、
国
の
動
向
を
踏
ま
え
今
後
検
討
す

る
。

今
年
は
戦
後
80
年
の
節
目
の
年
。
反

戦
平
和
事
業
へ
の
思
い
入
れ
と
、
特

に
強
調
し
た
い
事
業
は
何
か
。

メ
イ
ン
と
な
る
音
楽
イ
ベ
ン

ト
平
和
の
約
束
二
〇
二
五
は
、
長
年
音
楽
を

通
し
て
多
く
の
町
民
と
平
和
の
尊
さ
、
不
戦

の
誓
い
、
後
世
へ
の
警
鐘
と
し
て
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
発
信
し
て
き
た
。
夕
陽
の
広
場
で
の
開

催
を
目
指
し
準
備
中
。

中
央
公
民
館
建
て
替
え
は
、
２
期
目

の
施
策
に
入
ら
な
い
の
か
。

具
体
的
な
取
組
み
に
は
盛
り
込

ん
で
い
な
い
が
、
各
施
設
の
在
り
方
に
関
す

る
議
論
も
併
せ
て
検
討
を
続
け
て
い
る
。

「
無
電
柱
化
推
進
計
画
」
と
は
、
ど

の
地
域
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。

町
道
東
崎
兼
久
線
、
臨
港

２
号
線
か
ら
呉
屋
安
室
線
、
新
県
道
浦
添
西

原
線
、
西
地
区
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
内

の
県
道
浦
添
西
原
線
、
県
道
那
覇
北
中
城
線

を
予
定
。

接
種
を
受
け
る
町
民
の
対
象
年
齢

は
。

定
期
接
種
の
対
象
者
は
、
年
度

内
に
65
歳
に
な
る
者
、
ま
た
５
年
間
の
経
過

措
置
と
し
て
70
歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、

90
歳
、
95
歳
、
百
歳
を
対
象
と
す
る
。
令
和

７
年
度
に
限
り
１
０
１
歳
以
上
も
対
象
。

接
種
費
用
の
何
割
負
担
を
予
定
し
て

い
る
か
。

助
成
額
は
、
接
種
費
用
の
半

額
程
度
と
し
、
自
己
負
担
額
を
生
ワ
ク
チ
ン

で
４
千
円
、
不
活
化
ワ
ク
チ
ン
１
回
あ
た
り

１
万
千
円
を
予
定
し
て
い
る
。

町
長
は
、令
和
７
年
度
施
政
方
針
で
、

特
別
支
援
教
育
の
よ
り
一
層
の
充

実
に
向
け
て
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る
幼

児
、
児
童
生
徒
の
自
立
と
社
会
参
加
を
見
据

え
つ
つ
、
一
人
一
人
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
応
じ

た
個
別
最
適
な
学
び
の
場
の
提
供
と
、
幼
児

児
童
生
徒
に
関
わ
る
支
援
者
の
資
質
向
上
及

び
連
携
強
化
に
努
め
る
と
あ
る
。
特
別
支
援

教
育
を
担
当
す
る
先
生
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に

つ
い
て
聞
く
。

沖
縄
県
公
立
学
校
教
員
等

育
成
指
標
を
示
し
・
特
別
支
援
教
育
の
充
実

を
図
る
研
修
と
し
て
は
３
つ
の
重
点
項
目
が

設
定
さ
れ
、
年
間
を
通
し
て
多
数
用
意
さ
れ
、

そ
の
講
座
を
受
講
し
て
い
る
。
ま
た
西
原
町

で
は
臨
時
的
任
用
職
員
向
け
の
研
修
を
は
じ

め
４
月
に
は
全
職
員
を
対
象
と
し
た
研
修
を

開
催
し
て
い
る
。

西
原
南
小
２
年
次
ク
ラ
ス
で
は
普
通

学
級
に
27
人
、支
援
学
級
に
11
人
で
、

交
流
学
級
に
お
い
て
授
業
を
行
う
と
き
に
は

38
人
の
大
人
数
で
授
業
環
境
が
厳
し
い
と
の

声
が
あ
る
。
改
善
方
策
に
つ
い
て
聞
く
。

こ
の
ク
ラ
ス
は
現
在
転
入

な
ど
に
よ
り
交
流
学
級
29
名
、
特
別
支
援
学

級
12
名
の
１
ク
ラ
ス
編
成
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
交
流
、
授
業
を
行
う
と
最
大
41
名

と
な
り
現
行
の
教
室
で
は
狭
隘
な
状
況
が
報

告
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
受
け
て
各
教
室
の

使
用
状
況
等
を
確
認
し
、
教
室
の
入
れ
替
え

や
広
い
教
室
へ
の
移
動
に
よ
る
改
善
を
検
討

し
、
現
場
の
先
生
方
と
も
協
議
を
進
め
て
い

き
た
い
。

大
おお

城
しろ

 誠
せい

一
いち

議員

教
育
部
長

教
育
部
長

町
長

町
長

町
長

町
長

○ 

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
の
累
積
赤
字
解
消
計
画

は
、次
年
度
ど
う
進
め
る
の
か
。

○ 

新
た
に
立
ち
上
げ
る「
西
原
町
地
域
公
共
交
通
協
議

会
」の
目
的・内
容
、「
西
原
町
地
域
公
共
交
通
計
画
」

の
青
写
真
は
。

○ 

国
立
大
学
法
人
琉
球
大
学
上
原
地
区
キ
ャ
ン
パ
ス

跡
地
利
用
推
進
協
議
会
の
そ
の
後
の
動
き
は
。

■
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
予
防
接

種
始
ま
る
！

■
特
別
支
援
教
育
の
充
実
に
向

け
た
取
組
み
は
？

○ 

避
難
行
動
要
支
援
者
名
簿
等
作
成
業
務
に
つ
い
て

○ 

学
校
運
営
協
議
会
の
運
営
に
つ
い
て

西原中央公民館

帯状疱疹ワクチン
接種について

●
各
議
員
横
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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西
原
南
小
学
校
２
年
生
の
件
で
、
最

近
現
場
か
ら
「
来
年
度
も
こ
の
ま
ま

１
ク
ラ
ス
と
な
る
の
か
」「
何
と
か
し
て
ほ

し
い
」
と
切
実
な
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。「
沖

縄
県
特
別
支
援
教
育
推
進
計
画
」
の
基
本
方

向
の
視
点
で
、
こ
ど
も
た
ち
を
真
ん
中
に
し

た
、
町
教
育
委
員
会
と
県
教
育
委
員
会
の
協

議
で
解
決
す
べ
き
問
題
だ
と
思
う
が
、
教
育

長
の
見
解
を
聞
く
。南

小
学
校
２
年
生
の
問
題

に
つ
い
て
は
、
学
校
と
の
情
報
共
有
、
協
議

を
行
い
、
解
決
施
策
を
図
っ
て
い
き
た
い
。

ク
ラ
ス
（
41
名
）
の
中
で
、
障
害
を

持
っ
て
い
る
子
が
多
い（
12
名
）と
、

こ
ど
も
た
ち
同
士
の
つ
な
が
り
、
そ
れ
ぞ
れ

の
成
長
、
人
間
関
係
な
ど
こ
ど
も
た
ち
の
成

長
に
と
っ
て
ど
ん
な
環
境
に
な
っ
て
い
る
の

か
気
に
な
る
が
。

ト
ラ
ブ
ル
等
を
通
し

て
関
わ
り
方
を
学
ぶ
と
い
う
こ
と
も
必
要
だ

と
思
う
。
今
年
１
年
間
い
ろ
ん
な
方
策
を
ア

ド
バ
イ
ス
し
、
学
校
も
頑
張
っ
て
き
た
。
新

年
度
も
学
校
と
協
議
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
。
学
校
長
が
方
針
を
示
し
て
い
る
の
で
、

そ
れ
を
サ
ポ
ー
ト
し
、
保
護
者
と
児
童
が
安

心
し
て
学
校
に
通
え
る
よ
う
な
方
策
を
学
校

と
協
力
し
て
行
い
た
い
。

町
民
の
命
と
健
康
を
守
る
た
め
に
も

議
会
と
当
局
が
力
を
合
わ
せ
た
い
と

思
う
が
。

国
は
全
体
の
保
険
料
で
見
な
い

と
い
け
な
い
、
若
い
世
代
に
負
担
が
来
る
と

示
し
て
い
る
。
そ
れ
を
含
め
て
国
民
が
納
得

す
る
説
明
を
す
べ
き
だ
と
考
え
て
い
る
。

軍
事
費
は
前
年
度
比
９・
５
％
増
、

８・
７
兆
円
。
こ
れ
に
は
一
切
手
を

つ
け
ず
、
消
費
税
も
社
会
保
障
の
た
め
と
言

い
な
が
ら
社
会
保
障
を
削
っ
て
い
く
。
私
た

ち
は
税
金
を
ど
う
使
っ
て
い
る
の
か
知
る
べ

き
で
は
な
い
か
と
思
う
が
。

国
は
全
体
を
見
て
し
っ
か
り
議

論
し
て
い
く
こ
と
が
一
番
重
要
だ
と
思
っ
て

い
る
。
議
論
が
足
り
な
い
部
分
が
あ
る
の
で
、

議
会
で
反
映
し
て
も
ら
え
ば
い
い
。
基
本
的

な
こ
と
は
私
が
国
に
ど
う
こ
う
言
う
立
場
に

は
な
い
。

令
和
７
年
度
中
学
校
は
、
県
半
額
、

町
半
額
の
完
全
給
食
費
無
償
化
と
な

る
。
私
立
中
学
校
に
通
う
子
の
給
食
費
無
償

化
は
ど
う
な
る
か
。

令
和
７
年
度
中
学
生
の
給
食
費

は
、
沖
縄
県
公
立
学
校
給
食
費
無
償
化
支
援

事
業
及
び
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
全
額
を
免
除

と
な
る
。
対
象
は
町
立
中
学
校
の
生
徒
で
町

内
に
住
所
を
有
し
、
私
立
中
学
校
に
通
学
す

る
生
徒
へ
の
給
食
費
の
全
額
免
除
は
予
定
し

て
い
な
い
。
県
内
の
私
立
中
学
校
に
は
、
沖

縄
公
立
学
校
給
食
費
無
償
化
支
援
事
業
と
し

て
、
県
が
直
接
私
立
中
学
校
に
助
成
を
行
っ

て
い
る
。税

の
公
平
性
を
考
え
る
と
、
私
立
中

学
校
に
通
う
子
の
親
も
し
っ
か
り
住

民
税
を
払
っ
て
い
る
。
少
数
だ
が
私
立
中
学

校
に
通
う
西
原
町
民
の
中
学
生
も
無
償
に
す

る
べ
き
。

今
後
検
討
し
て
い
く
。

こ
ば
と
ゆ
が
ふ
保
育
園
へ
の
道
路

は
、
６
か
月
の
乳
児
、
１
歳
児
、
２

歳
児
、
が
車
で
揺
ら
れ
た
と
き
に
、
首
が
揺

れ
て
大
丈
夫
か
な
と
心
配
す
る
母
親
か
ら
相

談
が
あ
っ
た
。
亀
裂
や
陥
没
は
応
急
的
な
処

置
を
す
る
と
の
事
だ
が
、
通
園
路
と
は
い
わ

ば
通
学
路
で
あ
り
、
し
っ
か
り
と
舗
装
す
る

べ
き
。

修
繕
費
等
が
豊
富
に
あ
れ

ば
す
ぐ
に
で
も
や
り
た
い
が
、
町
道
の
未
舗

装
、
未
整
備
の
道
路
も
あ
り
、
他
の
路
線
も

合
わ
せ
優
先
順
位
等
も
考
慮
し
検
討
し
て
い

く
。

帯
状
疱
疹
の
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の

実
施
内
容
は令

和
７
年
４
月
か
ら
定
期

予
防
接
種
と
し
て
65
歳
の
町
民
と
、
経
過
措

置
対
象
者
の
70
歳
以
上
の
５
歳
刻
み
の
年
齢

の
町
民
１
０
０
歳
以
上
の
方
に
行
う
予
定
。

ま
た
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
町
民
で
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障

害
が
あ
り
、
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能

な
町
民
も
対
象
と
な
る
。
対
象
者
全
員
に
予

診
票
を
送
付
し
、
各
自
で
医
療
機
関
に
予
約

の
上
、
予
診
票
を
提
出
し
接
種
の
予
定
。

■
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
定
期
予

防
接
種

伊
い

計
けい

 裕
ひろ

子
こ

議員

町
長

町
長

町
長

教
育
部
長

教
育
総
務
課
主
幹

■
学
校
給
食
費
無
償
化
に
つ
い

て

長
なが

浜
はま

 ひろみ議員

福
祉
部
長

土
木
課
長

■
特
別
支
援
教
育
の
あ
り
方
と

は
？

■
高
額
療
養
費
引
き
上
げ
凍
結

■
国
の
税
金
の
使
い
方
を
質
す

○ 

平
和
行
政
に
つ
い
て

○ 

道
路
の
白
線
に
つ
い
て

○ 

学
校
給
食
無
償
化
に
つ
い
て

西原南小学校

●
各
議
員
横
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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令
和
７
年
度
中
学
校
は
、
県
半
額
、

町
半
額
の
完
全
給
食
費
無
償
化
と
な

る
。
私
立
中
学
校
に
通
う
子
の
給
食
費
無
償

化
は
ど
う
な
る
か
。

令
和
７
年
度
中
学
生
の
給
食
費

は
、
沖
縄
県
公
立
学
校
給
食
費
無
償
化
支
援

事
業
及
び
物
価
高
騰
対
応
重
点
支
援
地
方

創
生
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
、
全
額
を
免
除

と
な
る
。
対
象
は
町
立
中
学
校
の
生
徒
で
町

内
に
住
所
を
有
し
、
私
立
中
学
校
に
通
学
す

る
生
徒
へ
の
給
食
費
の
全
額
免
除
は
予
定
し

て
い
な
い
。
県
内
の
私
立
中
学
校
に
は
、
沖

縄
公
立
学
校
給
食
費
無
償
化
支
援
事
業
と
し

て
、
県
が
直
接
私
立
中
学
校
に
助
成
を
行
っ

て
い
る
。税

の
公
平
性
を
考
え
る
と
、
私
立
中

学
校
に
通
う
子
の
親
も
し
っ
か
り
住

民
税
を
払
っ
て
い
る
。
少
数
だ
が
私
立
中
学

校
に
通
う
西
原
町
民
の
中
学
生
も
無
償
に
す

る
べ
き
。

今
後
検
討
し
て
い
く
。

こ
ば
と
ゆ
が
ふ
保
育
園
へ
の
道
路

は
、
６
か
月
の
乳
児
、
１
歳
児
、
２

歳
児
、
が
車
で
揺
ら
れ
た
と
き
に
、
首
が
揺

れ
て
大
丈
夫
か
な
と
心
配
す
る
母
親
か
ら
相

談
が
あ
っ
た
。
亀
裂
や
陥
没
は
応
急
的
な
処

置
を
す
る
と
の
事
だ
が
、
通
園
路
と
は
い
わ

ば
通
学
路
で
あ
り
、
し
っ
か
り
と
舗
装
す
る

べ
き
。

修
繕
費
等
が
豊
富
に
あ
れ

ば
す
ぐ
に
で
も
や
り
た
い
が
、
町
道
の
未
舗

装
、
未
整
備
の
道
路
も
あ
り
、
他
の
路
線
も

合
わ
せ
優
先
順
位
等
も
考
慮
し
検
討
し
て
い

く
。

帯
状
疱
疹
の
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の

実
施
内
容
は令

和
７
年
４
月
か
ら
定
期

予
防
接
種
と
し
て
65
歳
の
町
民
と
、
経
過
措

置
対
象
者
の
70
歳
以
上
の
５
歳
刻
み
の
年
齢

の
町
民
１
０
０
歳
以
上
の
方
に
行
う
予
定
。

ま
た
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
町
民
で
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の
機
能
に
障

害
が
あ
り
、
日
常
生
活
が
ほ
と
ん
ど
不
可
能

な
町
民
も
対
象
と
な
る
。
対
象
者
全
員
に
予

診
票
を
送
付
し
、
各
自
で
医
療
機
関
に
予
約

の
上
、
予
診
票
を
提
出
し
接
種
の
予
定
。

消
防
・
防
災
体
制
等
の
確
立
か
ら
地

震
、
津
波
等
に
お
け
る
災
害
対
策
及

び
地
域
連
携
に
つ
い
て
。

自
主
防
災
組
織
等
が
実

施
す
る
防
災
訓
練
へ
の
参
加
や
備
蓄
食
の
提

供
、
地
域
の
障
害
事
業
所
向
け
の
防
災
研
修

に
お
い
て
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
見
方
や
防
災

に
関
す
る
考
え
方
な
ど
の
説
明
を
行
っ
て
い

る
。

地
域
の
自
治
会
の
消
防
力
を
高
め
る

た
め
、
消
防
の
定
年
延
長
者
を
組
み

入
れ
て
人
事
交
流
と
し
て
西
原
町
で
活
用
し

て
は
ど
う
か
。い

い
ア
イ
デ
ア
だ
と
思
う
が
い

ろ
い
ろ
な
制
約
等
か
ら
調
査
す
る
必
要
が
あ

る
か
と
思
う
。

モ
ノ
レ
ー
ル
延
伸
に
つ
い
て
の
見
解

を
聞
く
。

町
で
は
県
に
対
し
交
通
ア
ク
セ

ス
手
段
の
確
保
の
重
要
性
を
訴
え
る
と
と
も

に
モ
ノ
レ
ー
ル
の
延
伸
に
向
け
た
全
町
的
な

町
民
一
丸
と
な
っ
た
取
組
み
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

金
秀
鉄
工
横
の
新
設
予
定
道
路
の
設

置
計
画
を
聞
く
。

事
業
採
択
に
向
け
検
討
を

進
め
て
い
く
。

図
書
館
周
辺
の
公
園
計
画
に
つ
い
て

現
状
を
聞
く
。

現
地
点
で
具
体
的
な
計
画

が
立
て
ら
れ
て
い
な
い
状
況
。

地
産
地
消
と
学
校
給
食
に
使
わ
れ
る

野
菜
に
つ
い
て
聞
く
。

学
校
給
食
に
お
け
る
地
産

地
消
に
つ
い
て
は
、
産
業
観
光
課
、
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
、
う
ん
た
ま
市
場
の
担
当
者
に

お
い
て
、
月
一
度
会
議
を
行
っ
て
い
る
。

西
原
町
は
畑
も
小
さ

な
農
家
が
多
く
、
一
人
の
農
家
で
数
量
を
全

部
確
保
す
る
の
は
厳
し
く
、
複
数
の
農
家
で

は
品
質
が
均
一
で
は
な
い
。
地
産
地
消
の
野

菜
の
方
が
む
し
ろ
高
い
。
今
は
情
報
を
提
供

す
る
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
生
産
目
標

が
出
来
、
農
家
が
参
加
で
き
る
環
境

に
つ
な
が
る
。

町
長

町
長

教
育
総
務
課
長

産
業
観
光
課
長

■
こ
ば
と
ゆ
が
ふ
保
育
園
へ
の

道
路
舗
装
に
つ
い
て

新
あら

田
た

 宗
そう

信
しん

議員

建
設
部
長

建
設
部
長

建
設
部
長

総
務
部
長

○ 

令
和
７
年
度
施
政
方
針
か
ら
無
電
柱
化
推
進
計
画

に
つ
い
て

○ 

子
育
て
支
援
に
つ
い
て

○ 

住
民
相
談
か
ら
地
域
課
題
に
つ
い
て

■
施
政
方
針
及
び
町
政
運
営
に

つ
い
て
聞
く

提案○ 

認
可
地
縁
団
体
と
し
て
の
役
割
に
つ
い
て
。

○ 

地
域
活
性
化
事
業
の
推
進
に
つ
い
て
。

○ 

自
治
会
所
有
の
共
有
名
義
を
ど
の
よ
う
に
自
治

会
名
義
に
す
る
の
か
。

○ 

西
原
町
ま
ち
づ
く
り
基
本
条
例
に
つ
い
て

○ 

西
原
ま
つ
り
に
つ
い
て
の
作
業
工
程
を
伺
う
。

○ 

二
元
代
表
制
に
つ
い
て
。

○ 

環
境
保
全
対
策
に
つ
い
て
。

○ 

モ
ノ
レ
ー
ル
駅
等
の
再
開
発
に
つ
い
て
。

○ 

企
業
ゴ
ミ
袋
に
つ
い
て

○ 

里
道
、
道
路
網
及
び
排
水
施
設
の
整
備
に
つ
い

て
。

〇 

農
業
委
員
会
会
長
及
び
監
査
委
員
へ
の
質
問
等

に
つ
い
て
。

こばとゆがふ保育園
に向かう道路について

●
各
議
員
横
の
Q
R
コ
ー
ド
か
ら
そ
の
議
員
の
一
般
質
問
の
動
画
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。
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補
正
予
算
／
議
会
活
動

西原町議会のホームページで
は、議会の仕組みや議員紹介等を
はじめ、各議員の一般質問を動画
で見ることもできます。
また、定例会や臨時会の日程や
内容、結果など、さまざまな議会の
情報がいっぱい！ぜひご覧ください！

西原町
議会事務局の
ホームページへ
ようこそ

議員紹介

動画配信

https://www.town.nishihara.okinawa.
jp/life/5/19/

令和６年度　西原町の

令和6年度　西原町の

歳入歳出それぞれ2,053万6,000円減額し、令和６年度の歳入歳出予算の総額は
163億8,788万4,000円となっています。

特別会計補正予算

一般会計補正予算

歳 

入

主
な 〇地方交付税　＋1,000万円 　　〇株式等譲渡所得割交付金　＋1,013万1,000円

〇繰入金　＋1億5,180万2,000円  〇町税　＋1,302万4,000円　　　　　　　　　
〇法人事業税交付金　＋1,039万7,000円
〇国庫支出金　△1億9,271万6,000円  〇県支出金　　△1億9,380万3,000円

歳 

出

主
な 〇総務費　＋2億801万2,000円  〇民生費　＋7,476万2,000円

〇衛生費　△2,227万9,000円  〇土木費　△2億1,862万9,000円
〇教育費　△5,850万7,000円

国保特別会計国保特別会計
歳入歳出それぞれ2,751万4,000円を減額し、45億9,087万4,000円とする。

後期高齢者医療後期高齢者医療
歳入歳出それぞれ1,976万1,000円を追加し、4億4,759万2,000円とする。

土地区画整理事業土地区画整理事業
歳入歳出それぞれ2,983万1,000円を減額し、4億7,416万9,000円とする。

公共下水道事業公共下水道事業
収益的収入は1,951万5,000円を減額し、4億3,632万1,000円とする。
収益的支出は2,150万9,000円を減額し、3億9,924万8,000円とする。

資本的収入は1,516万9,000円を減額し、7億7,368万6,000円とする。

資本的支出は1,546万4,000円を減額し、9億3,316万6,000円とする。

議会活動
西原町議会ハラスメント研修会

　西原町議会は令和7年2月17日に第2回臨時会を開催し、議員によるハラス
メント根絶に向けた決議を全会一致で可決し、ハラスメント防止による適切な
議会運営に取り組んでいくことといたしました。
　この一環として令和7年2月20日に議員を対象とした西原町議会ハラスメン
ト研修会を開催しました。講師に21世紀職業財団ハラスメント防止客員講師
の青山喜佐子氏を招き、ハラスメント防止研修の目的やハラスメントの現状と
課題、定義や判断基準などについて学びました。今後も西原町議会ではハラス
メントについての知識を深め、防止や根絶に努めてまいります。

青山喜佐子 講師

西原町議会ハラスメント研修会の様子
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新
年
度
予
算
／
陳
情

みなさんからの陳情はこうなりました
３月定例会で審査した陳情・要請等の結果を報告します。

件　　　　名 提出者 採択方法及び附託委員会 結　果

陳情第 969号 西原町内でのｂ型作業所（えいと）、西原町役場の調査について（陳情） 池原　拓也 文教厚生常任委員会 審議未了

陳情第 970号 訪問介護報酬引き下げ撤回と、介護報酬引き上げの再改定を早急に行
うことを国に求める意見提出の陳情

沖縄県社会保障
推進協議会 配付

陳情第 971号
国の財源による給食費の無償化制度設立を求める意見提出の陳情、な
らびに国による制度設立まで県と貴自治地体が協力して無償化実現を
めざす陳情

沖縄県社会保障
推進協議会 配付

陳情第 972号 高額療養費制度の負担上限額引き上げの撤回をもとめる陳情書 沖縄県社会保障
推進協議会 配付

公共交通支援事業（地域公共交通計画策定）
公立・認可保育園等給食費支援事業
西原町就学前教育・保健施設整備補助事業（西原東こども園新園舎整備）
西原町無電柱化事業
GIGAスクール環境整備事業（小中学校タブレット購入）
西原町立中学校体育館長寿命化事業
総合行政システム運営事業（地方公共団体情報システムの標準化）

戸籍住民基本台帳事務事業（戸籍へのふりがな記載）
放課後事業健全育成事業（放課後児童クラブ家賃補助）
予防事業（がん患者外見ケア事業）
高齢者予防接種事業（帯状疱疹ワクチン）
母子保健事業（不妊治療費一部助成）
防災対策事業（防災行政無線機能強化整備工事費）

一般会計
令和7年度会計予算比較表 令和6年度 増減額

国民健康保険
後期高齢者医療
土地区画整理事業

154億1,000万円
42億1,840万円
4億7,368万円
4億2,529万円

139億9,600万円
42億1,112万円
4億1,383万円
3億9,740万円

14億1,400万円
728万円

5,985万円
2,789万円

特
別
会
計

154億
1,000万円

町税
27%

繰入金
5%

町債
1%

地方譲与税
1%

各種交付金
1% 自主財源

36%

依存財源
 64%

国庫支出金
24%

県支出金
15%

地方交付税
16%

地方消費税交付金
6%

諸収入・その他
2%

使用料及び手数料
１%

分担金及び負担金
１%

歳入

扶助費
人件費
公債費
普通建設事業等
補助費等
物件費
繰出金
積立金
その他
合計

5,058,633
2,326,320
868,308
1,241,888
1,704,474
2,390,588
1,350,004
232,738
237,047

15,410,000

自主財源
町税
諸収入
繰入金
分担金及び負担金
使用料及び手数料
財産収入
その他（寄付金・繰越金）
依存財源
国庫支出金
県支出金
地方交付税
地方消費税交付金
町債
地方譲与税
各種交付金
総合計

5,586,934

9,823,066

15,410,000

4,232,974
306,892
776,198
102,230
160,111
8,525

4

3,657,777
2,309,608
2,470,141
956,643
169,300
72,946
186,651

合　計 内　訳
単位：千円単位：千円

154億
1,000万円

歳出

義務的経費

投資的経費

その他経費

扶助費
33%

人件費
15%

公債費
6%

普通建設事業等
8%

補助費等
11%

物件費
15%

繰出金
9%

その他
2%

積立金
1%

令和7年度 
一般会計予算

令和7年度一般会計、特別会計当初予算比較

一般会計予算（歳入・歳出）の内訳

令和7年度の新規事業

令和7年度 
特別会計予算（３会計）

154億1,000万円
　51億1,737万円

　令和7年度一般会計当初予算は、前年度と比較して14億1,400万円の増額となり過去最大となった令和6年度の予算を上回り154億1,000万円と
なりました。
　令和7年度の予算編成においては物価高騰対応の給付金事業や給食費の半額を助成し子育て世代の負担軽減を図ります。また、小中学校における
タブレット端末の更新や防災行政無線の更新にかかる経費などを計上しています。

歳入歳出総額　

歳入歳出総額　
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令和 7 年度　第１回　臨時会　議案議決結果
事件番号 事　　　件　　　名 議決結果
報告第１号 専決処分の報告について（損害賠償額の決定及び和解について） 原案可決

議案第1号 工事請負契約変更について（棚原１号線道路整備工事） 原案可決

議案第2号 西原町議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第3号 西原町特別職の職員で常勤のものの給与及び旅費に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第4号 令和６年度西原町一般会計補正予算について 原案可決

令和 7 年度　第 2 回　臨時会　議案議決結果
事件番号 事　　　件　　　名 議決結果
決議第１号 西原町議会のハラスメント根絶に関する決議 原案可決

令和 7 年度　第 3 回　定例会　議案議決結果
事件番号 事　　　件　　　名 議決結果
同意第１号 教育委員会委員の任命について 同意

同意第２号 監査委員の選任について 同意

同意第３号 西原町固定資産評価員の選任について 同意

諮問第１号 人権擁護委員候補者の推薦について 適任

諮問第２号 人権擁護委員候補者の推薦について 適任

報告第２号 専決処分の報告について（西原町公園 LED化工事（その１）） 報告

議案第５号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例について 原案可決

議案第６号 情報通信技術の活用による行政手続等に係る関係者の利便性の向上並びに行政運営の簡素化及び効率化を図るための
デジタル社会形成基本法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係条例の整理に関する条例について 原案可決

議案第７号 西原町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第８号 西原町水道事業の布設工事監督者の配置基準及び資格基準並びに水道技術管理者の資格基準に関する条例の一部を改
正する条例について 原案可決

議案第９号 西原町職員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第10号 西原町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第11号 西原町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第12号 西原町現業職員の給与の種類及び基準に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第13号 西原町職員の定年等に関する条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第14号 西原町特別会計繰出等準備基金条例の一部を改正する条例について 原案可決

議案第15号 令和６年度西原町一般会計補正予算について 原案可決

議案第16号 令和６年度西原町国民健康保険特別会計補正予算について 原案可決

議案第17号 令和６年度西原町後期高齢者医療特別会計補正予算について 原案可決

議案第18号 令和６年度西原町土地区画整理事業特別会計補正予算について 原案可決

議案第19号 令和６年度西原町下水道事業会計補正予算について 原案可決

議案第20号 令和７年度西原町一般会計予算について 原案可決

議案第21号 令和７年度西原町国民健康保険特別会計予算について 原案可決

議案第22号 令和７年度西原町後期高齢者医療特別会計予算について 原案可決

議案第23号 令和７年度西原町土地区画整理事業特別会計予算について 原案可決

議案第24号 令和７年度西原町下水道事業会計予算について 原案可決

議案第25号 令和７年度西原町水道事業会計予算について 原案可決

議案第26号 財産の無償譲渡について 原案可決

議案第27号 令和６年度西原町一般会計補正予算について 原案可決

陳情第965号 大雨による水害対策等の改善及び補償について（陳情）（建設産業常任委員長報告） 不採択

意見書第１号 池田地内地すべり箇所の危険除去を即時求める意見書 原案可決

決議第２号 池田地内地すべり箇所の危険除去を即時求める決議 原案可決

議
決
結
果
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 諮問第 2 号　人権擁護委員候補者の推薦について
　人権擁護委員法第 6 条第 3 項の規定により、人権擁護委員候補者（赤嶺弘子氏）を推薦する件
　※賛成・反対討論はありませんでした。　※賛成多数により、本件に適正であるとの意見を付け答申しました。（起立による裁決）
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原案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長
※賛成は○　反対は×

 同意第１号　教育委員会委員の任命について
　地方教育行政の組織及び運営に関する法律第 4 条第 2 項の規定により、教育委員会委員（上間　卓氏）を任命する件
　※賛成・反対討論はありませんでした。　※賛成多数により、本件に適正であるとの意見を付け答申しました。（起立による裁決）
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原案 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 議長
※賛成は○　反対は×

 同意第２号　監査委員の任命について
　地方自治法第 196 条第１項の規定により、西原町代表監査委員（呉屋勝司氏）を任命する件
　※賛成・反対討論がありました。

　反対討論の主旨
（真栄城 哲議員） 　前置きとして当該者に対しての個人的な私見ではない。現・監査委員は財産管理、備品管理の件で台帳にもしっかり記名（記載）されていないと指摘した。また、水

道会計においては明瞭な誰が見ても解りやすいようなお金の流れ、資金の流れを提示できるようにということで指摘をしている。そして、あってはならない会計処理。
その会計処理を指摘されたことによって降格人事も行われている。西原町は今、客観的にみても会計に関して本当に綺麗な状態なのか、適切にされているのか、この事
例からすると、「はい、そうです。」とは言い難い。なので、税理士、そういう資格を持った方の専門的な目線でしっかりみていくことが適切な監査委員の選任だと思う。
我々も責任をもって町民に対して説明ができるよう本当にこの人選が正しいのかしっかり判断しなければならない。私は今西原町が置かれている現状においては、この
人選は不適であると、そう判断した。

（新田 宗信議員） 　私はこれまで毎回監査委員に対して質問を投げかけてきた。町長が任命し我々が同意をする、ましてや同意をしたからには当然監査委員としての務めを議会の中で町
民に対してしっかり述べてほしい。そういう思いでこれまでずっと提案をしてきた。
　町民に対して国家試験を通った税理資格とか会計資格とかそういうのを持った方でなければ、これまで議会で聞きたくても聞けなかったこの環境改善につながらない
んじゃないかと。ゆえに先の３月議会においても監査委員が出席しなかったので質問を取り下げた。そういう趣旨から考えたときに、議会にもその責任があると考える
ならば、今回の人事案件に関して私は反対の立場である。

　賛成討論の主旨
（与儀 清議員） 　同意第２号監査委員の選任について、呉屋勝司。これ経歴、学歴見ますと、最高学府の東洋大学法学部卒業、で、職歴見ますと本町に務めて 30 有余年、総務部長にまでなっ

た方である。私は、この経歴ならびにこの資料を確認したうえで賛成である。
　※賛成多数により、本件に同意することに裁決しました。（起立による裁決）
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原案 × × ○ ○ ○ ○ ○ ○ × 退 × ○ ○ ○ ○ ○ × 退 議長
※賛成は○　反対は×　退席は退

 陳情第 965 号　大雨による水害対策等の改善及び補償について（陳情）
　大雨による水害対策等の改善及び補償についての陳情の件
　※賛成・反対討論はありませんでした。　※賛成少数により、本件を不採択とすることに裁決しました。（起立による裁決）
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原案 × × × × × × × × × × ○ × × × × × 退 × 議長
※賛成は○　反対は×　退席は退

３月定例会　賛否の分かれた議案等

議会活動
中部地区町村議会議員・事務局職員親善スポーツ大会・懇親会

　令和７年２月６日（木）に中部地区議長会（大
城純孝会長）主催による中部地区町村議会議員・
事務局職員親善スポーツ大会が読谷村ユンタン
ザパークゴルフ場で開かれ、西原町議会からは
大城純孝議長以下５名の議員が参加しました。
　パークゴルフの後は、お隣の読谷村文化セン
ターで懇親会が開催されました。パークゴルフ
の結果発表に大盛り上がり、まもなく始まる3月
定例議会を前に、この日はみなさんリラックス
していました。

スポーツ大会参加者全員写真

スポーツ大会参加の西原町議会議員
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３月議会の傍聴者
延べ人数

/人25

【ひとこと】

つ
ぶ
や
き

つ
ぶ
や
き

議会だよりに対するご意見、
ご要望等はこちらへ
西原町議会事務局
TEL：098-945-5122
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議会活動

表紙の題字と写真を表紙の題字と写真を お寄せくださいお寄せください
あなたの作品を議会だよりに掲載しませんか？
表紙の題字（『議会だより』の文字。横書き）と写真を募集
しています。うまいへたは関係ありません。こどもから大
人まで、生き生きとした題字や写真をお待ちしています。
送付先　議会事務局（議会だより表紙の題字・写真について）
ＴＥＬ９４５－５１２２　　ＦＡＸ９４５－５０４５
mail : gikaii _ jimu＠ｔown.nishihara.okinawa.jp

お手本はあまり意識しないで
スラスラーッと流れるように
自分らしく書きました。　

作 者制字題
西原東中学校１年生西原東中学校１年生

松村 桜子さん松村 桜子さん

　西原町議会は、現地視察により事業進捗状況等を把握し議会活動に資することを目的に、3常任委員会（総務財政・建設産業・
文教厚生）は、3月定例会中の3月12日に、合同で以下の３か所を視察し、担当課長等から事業の概要及び進捗状況についてそれ
ぞれ説明を受けました。

3常任委員会合同所管事務調査～3月定例会～

まつむら　  　さくらこ

〇西原南こども園視察

〇池田地区土砂崩れ現場視察　 〇池田地区土砂崩れ現場視察（池田2号線トンネル）　

〇国道329号バイパス離接地域及び南西石油後背公有水路視察

▲西原南こども園について説明を受ける議員一同　　 ▲園内を視察。園庭についての説明を受ける

▲池田地区土砂崩れについて説明を受ける議員一同 ▲土砂崩れで通行できない池田２号線トンネルを視察する

▲国道329号バイパスや南西石油後背公有水路について説明を受ける議員一同 ▲南西石油後背公有水路
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